
介護福祉学科　カリキュラムマップ

１．本学園の建学の精神と「well-being」の追求に賛同する
２．「ありがとう」の言葉を大切に人と向き合い社会貢献していきたいと考える
３．医療・福祉への強い関心と資格取得への意欲と覚悟を持ちコミュニケーション能力を高めようと努力できる
４．目の前の人に寄り添う「いちばんの存在」に向かって努力ができる
５．「地域」の中で「何ができるか」を「じぶんごと」として考えることができる介護福祉士をめざす
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カリキュラム・ポリシー（CP）

ディプロマ・ポリシー（DP）

アドミッションポリシー（AP）

実践手話技能

社会の理解Ⅰ

人間の尊厳と自立

人間関係と
コミュニケーション

（基礎）

介護過程Ⅰ（基礎）

介護実習Ⅰ－１

介護実習Ⅰ－２

介護実習Ⅰ－３ 介護実習Ⅱ

発達と老化の理解

認知症の理解Ⅰ（基礎）

障害の理解Ⅰ（基礎・専門A）

こころとからだのしくみⅠ（一般基礎）

医療的ケアⅠ（基礎）

1 .介護実践に必要な根
拠となる、⼼身の構造
や 機能及び発達段階
とその課題について理
解し、 対象者の⽣活を
⽀援するという観点か
ら、身体 的・⼼理的・
社会的側面を統合的に
捉えるた めの知識を身
につける。

2.認知症や障害のある
人の⽣活を⽀えるとい
う観 点から、医療職と
連携し⽀援を⾏うため
の、⼼ 身の機能及び
関連する障害や疾病の
基礎的な知識を身につ
ける。

3.認知症や障害のある
人の⼼身の機能が⽣活
に 及ぼす影響につい
て理解し、本人と家族
が地 域で⾃⽴した⽣
活を継続するために必
要とされる⼼理・社会的
な⽀援について基礎的
な知識 を身につける。
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１．尊厳を支える
ケアを実践する

２．専門職として
自立的に介護 過
程の展開ができ
る

３．身体的な支援
だけでなく、心理
的・社会的支援も
展開できる

４．介護ニーズの
複雑化・多様化高
度化に対応し、本
人や家族等のエ
ンパワメントを重
視した 支援がで
きる

５．ＱＯＬ（生活の
質）の維持・向上
の視点を持って、
介護予防からリ
ハビリテーション、
看取りまで、 対象
者の状態の変化
に対応できる

６．地域の中で、
施設・在宅にかか
わらず、本人が望
む生活
を支えることがで
きる

７．関連領域の基
本的なことを理
解し、多職種協働
によるチームケア
を実践する

８．本人や家族、
チームに対するコ
ミュニケーション
や、的確な記録・
記述ができる

９．制度を理解し
つつ、地域や社
会のニーズに対
応できる

１０．介護職の中
で中核的な役割
を担う高い倫理性
の保持

医療的ケアが必要な人
の安全で安楽な⽣活を
⽀ えるという観点から、
医療職との連携のもと
で医療 的ケアを安全・
適切に実施できるよう、
必要な知 識・技術を習
得する。

1 . 福祉の理念を理解し 、
尊厳の保持や権利擁護
の視点及び専門職 とし
ての基盤となる倫理観
を養 う 。

2 . 人間関係の形成や
チームで働く⼒を養 う
ための 、 コ ミ ュニケー
シ ョ ンやチームマネジ メ
ン ト の基礎 的な知識を
身につける 。

3 . 対象者の⽣活を地
域の中で⽀えてい く観
点から 、地域社会にお
ける⽣活と その⽀援に
ついての基礎的な知識
を身につける 。

4 . 介護実践に必要な
知識とい う観点から 、社
会保障の制度 ・施策に
ついての基礎的な知識
を身につける 。

5 . 介護実践を⽀える教
養を⾼め 、総合的な判
断⼒及び豊かな人間性
を養 う 。

1 .介護福祉士に求めら
れる役割と機能を理解 し、
専門職としての態度を養
う。

2 .介護を実践する対象、
場によらず、様々な場面
に必要とされる介護の基
礎的な知識・技術を 習
得する。

3 .本人、家族等との関係
性の構築やチームケアを
実践するための、コミュニ
ケーションの基礎的な 知
識・技術を習得する。

4 .対象となる人の能⼒を
引き出し、本人主体の
⽣活を地域で継続するた
めの介護過程を展開 で
きる能⼒を養う。

5 .介護実践における安
全を管理するための基礎
的な知識・技術を習得す
る。

6 .各領域で学んだ知識と
技術を統合し、介護実
践に必要な観察⼒ ・判断
⼒及び思考⼒を養う。

認知症の理解Ⅱ（専門）

障害の理解Ⅱ（専門B）

医療的ケアⅡ（演習）
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目指す介護福祉士像

福祉・医療の基礎知識および一般社会教育を身に付ける。また、精
神的、社会的、人間関係的なものを含む生活全体を支えられる人材
を目指し、深い人間理解・生命の尊厳・幅広い社会性を養う。

介護福祉に必要な倫理・専門知識・技術を、実際に施設や地域の現
場で活用し、総合的に利用者の日常生活援助ができる能力を養い、
さらに自己の介護福祉観を考える。
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卒業時取得資格

※は受験必要

・介護福祉士取得（卒業時）

・目の前の人に寄り添う一番の存在になる

・心身の状況に応じた介護や指導ができる

人間関係と
コミュニケーション
（応用マネジメント）

福祉住環境

PC・タブレット活用技術（介護福祉編）

健康プロモEX

介護の基本Ⅰ（介護概論）

介護の基本Ⅲ（自立支援）

介護の基本Ⅱ（連携・協働）

コミュニケーション技術

生活支援技術Ⅰ（基礎・理論A）

生活支援技術Ⅱ（基礎・実践A）

生活支援技術Ⅲ（基礎・理論B）

生活支援技術Ⅳ（基礎・実践B）

生活支援技術Ⅲ（基礎・理論

生活支援技術Ⅳ（基礎・実践B）

健
康
プ
ロ
モ
E
X
指
導
員

介護過程Ⅱ（実践・応用）

介護過程Ⅱ（実践・応用）

介護総合演習Ⅰ 介護総合演習Ⅱ

こころとからだのしくみⅠ（形態別基礎）
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